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別
府
金
山
と

　

ラ
ク
テ
ン
チ
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

外
　
山
　
健
　
一

　

は
じ
め
に

　

九
州
の
宝
塚
と
呼
ば
れ
た
「
鶴
見
園
」
開
園
は
大
正
一
五
年
二
月

一
四
日
、
こ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
昭
和
四
年
九
月
三
日
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

が
開
通
し
た
。

　

別
府
名
所
の
一
つ
「
ラ
ク
テ
ン
チ
」
は
、私
の
子
ど
も
の
頃
は
、「
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
こ
が
流
川
通
の
終
点
で
あ
る
。
当
時

の
亀
の
井
自
動
車
、少
女
車
掌
の
説
明
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

　
「
向
こ
う
に
近
き
乙
原
の
、
あ
の
高
台
は
そ
の
高
さ
、
二
百
八
十
余

メ
ー
ト
ル
、
上
り
て
下
る
ケ
ー
ブ
ル
の
急
勾
配
と
直
線
と
、
最
短
距
離

の
特
色
は
、
我
が
日
本
に
た
ぐ
い
な
く
、
わ
ず
か
三
分
た
た
ぬ
ま
に
、

登
り
つ
く
せ
ば
遊
園
地
、
別
府
名
所
で
ご
ざ
い
ま
ー
す
。
プ
ッ
プ
ー
」。

　

併
し
、
地
獄
の
沙
汰
も
金
次
第
と
い
う
が
、
地
獄
の
噴
気
の
下
か
ら

金
が
出
た
の
が
ラ
ク
テ
ン
チ
で
あ
る
。

　

別
府
金
山
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ラ
ク
テ
ン
チ
の
歴
史
を
探
っ
て
み

た
い
と
思
う
。

一
．
大
分
県
内
の
金
鉱
山

　

別
府
金
山
の
冒
頭
、大
分
県
内
の
金
山
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

大
分
県
は
金
の
宝
庫
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。下
記
表
の
と
お
り
、

か
つ
て
は
数
多
く
の
金
鉱
山
が
存
在
し
た
。
し
か
し
現
在
そ
の
す
べ
て

が
廃
坑
と
な
っ
て
い
る
。
馬
上
金
山
の
金
鉱
品
位
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、

金
鉱
の
品
位
（
鉱
石
中
に
含
ま
れ
る
金
銀
の
割
合
）
は
、
平
均
し
て
鉱

石
一
ト
ン
中
に
約
二
〇
グ
ラ
ム
か
ら
三
〇
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

　

国
内
で
唯
一
、
鹿
児
島
県
伊
佐
市
の
菱
刈
鉱
山
が
採
掘
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
品
位
は
、
平
均
約
四
〇
グ
ラ
ム
と
い
う
高
品
位
で
あ
る
。

　

別
府
金
山
の
品
位
は
定
か
で
は
な
い
が
馬
上
金
山
と
同
程
度
の
品
位

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　

記

大
分
県
の
金
採
掘
鉱
山
一
覧
表

鉱
山
名

種　

別

所　

在

鯛
生
鉱
山

金
、
銀
、
亜
鉛
、
磁
鉄
鉱

日
田
郡
中
津
江
村
合
瀬

尾
平
鉱
山

金
、
銀
、
銅
、
鍚
、
砒
素
、

ア
ン
チ
モ
ン

豊
後
大
野
市
緒
方
町
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大
峰
鉱
山

金
、
銀

速
見
郡
山
香
町

馬
上
鉱
山

金
、
銀
、
銅
、
ア
ン
チ
モ
ン
下
毛
郡
山
国
町

国
徳
鉱
山

金
、
銀
、
銅
、
ア
ン
チ
モ
ン
速
見
郡
山
香
町

草
本
鉱
山

金
、
銀

下
毛
郡
山
国
町

照
国
鉱
山

金
、
銀

日
田
市
鈴
連
町

玉
来
鉱
山

金

日
田
郡
小
野
村

小
野
鉱
山

金

日
田
郡
小
野
村

大
鶴
鉱
山

金

日
田
郡
大
鶴
村

赤
岩
鉱
山

金

日
田
郡
中
川
村

天
狗
岩
鉱
山

金

日
田
郡
前
津
江
村

柚
木
山
鉱
山

金

日
田
郡
前
津
江
村

中
島
鉱
山

金

日
田
郡
前
津
江
村

金
光
鉱
山

金

日
田
郡
中
津
江
村

岩
崎
鉱
山

金

日
田
郡
中
津
江
村

殿
尾
鉱
山

金

日
田
郡
中
津
江
村

大
分
鉱
山

金

日
田
郡
中
津
江
村

上
津
江
鉱
山

金

日
田
郡
上
津
江
村

上
野
田
鉱
山

金

日
田
郡
上
津
江
村

彦
山
鉱
山

金

中
津
市

鯛
生
溝
部
鉱
山
金

中
津
市

金
鉢
鉱
山

金

中
津
市

明
賀
野
鉱
山

金

中
津
市

旭
鉱
山

金
、
砒
素

中
津
市

溝
部
鉱
山

金
、
銀

下
毛
郡
山
国
町

山
国
鉱
山

金
、
銀
、
銅

下
毛
郡
山
国
町

宇
佐
鉱
山

金
、
重
晶
石

宇
佐
郡
院
内
町

向
野
鉱
山

金
、
砒
素

速
見
郡
山
香
町
向
野

別
府
鉱
山

金
、
銀

別
府
市
雲
泉
寺（
原
町
）

鶴
成
鉱
山

金

鶴
成
中
村

藤
山
鉱
山

金

山
香
の
速
内
な
ど
七
集
落

永
石
鉱
山

金

山
香
永
石

瑞
穂
鉱
山

金

山
香
内
河
野

昭
和
鉱
山

金

山
香
倉
成
高
平

新
馬
上
鉱
山

金

山
香
倉
成
、
山
戸
原

船
鉱
山

金

山
香

薫
石
鉱
山

金

山
香

◎
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松
尾
鉱
山

金

山
香

大
月
鉱
山

金

山
香

山
口
鉱
山

金

山
香
小
武
山
口

山
浦
鉱
山

金

山
香
山
浦
志
賀
谷

日
の
出
鉱
山

金

山
香
山
浦
原

大
高
鉱
山

金

山
香
山
浦
定
野
尾

日
野
地
鉱
山

金

山
香
向
野
日
野
地

二
．
産
金
王
木
村
久
太
郎

　

明
治
三
〇
年
頃
、
当
時
台
湾
の
大
金
山
、
牡
丹
鉱
主
と
し
て
知
ら
れ

た
東
京
の
木
村
商
事
社
長
の
木
村
久
太
郎
は
、
台
湾
の
金
山
で
ケ
ガ
を

し
て
別
府
に
療
養
入
湯
に
や
っ
て
来
た
さ
い
、
現
在
の
ラ
ク
テ
ン
チ
下

北
側
の
一
の
出
一
帯
に
金
鉱
脈
が
あ
る
と
狙
い
を
つ
け
試
掘
し
た
結

果
、
良
質
の
金
の
鉱
脈
を
掘
り
当
て
た
。

　

以
下
『
別
府
市
誌
』
抜
粋
（
昭
和
八
年
）

　
「
別
府
地
区
は
、
現
代
地
貌
の
成
生
よ
り
観
れ
ば
、
古
成
紀
層
以
降

各
世
紀
地
層
と
、
新
古
火
成
岩
上
の
混
淆
地
帯
に
属
し
、
地
区
内
各
温

泉
の
定
性
定
量
分
析
の
結
果
に
徴
す
れ
ば
、
別
府
地
区
が
各
種
各
様
の

単
純
鉱
物
乃
至
化
合
鉱
物
を
包
含
せ
る
事
実
は
、
之
を
推
知
す
る
に
難

か
ら
ざ
る
所
な
り
。
然
り
と
雖
も
、其
の
大
部
分
が
温
泉
地
帯
に
属
し
、

地
層
概
ね
冷
温
雨
水
脈
の
参
差
錯
綜
す
る
も
の
が
あ
る
が
為
め
、
鉱
物

の
採
掘
に
甚
だ
便
な
ら
ざ
る
事
情
あ
り
。

　

仍
て
、
別
府
地
区
の
鉱
業
は
甚
だ
振
は
ず
、
従
っ
て
近
代
の
稼
業
に

係
る
も
の
は
単
に
木
村
商
事
株
式
会
社
（
東
京
市
芝
区
芝
浦
町
二
丁
目

三
番
地
）
の
経
営
に
属
す
る
別
府
鉱
山
（
大
字
別
府
字
朝
見
）
の
金
銀

坑
あ
る
の
み
。

　

同
社
は
其
の
出
張
所
を
別
府
市
雲
泉
寺
に
置
く
。
明
治
三
六
年
七
月

一
日
の
創
業
に
し
て
、
採
掘
登
録
第
七
一
号
七
万
六
千
六
百
七
〇
坪
竝

に
同
第
一
二
号
二
六
万
九
千
七
百
九
坪
の
両
口
と
す
。
爾
来
稼
業
実
に

二
〇
余
年
、
製
煉
法
は
「
混
汞
」
及
び
「
青
化
法
」
を
用
い
、
創
業
年

度
の
金
産
額
は
、
僅
に
二
百
九
十
七
匆
一
に
過
ぎ
ざ
り
し
に
、
逐
年
事

業
の
隆
盛
を
来
し
、
大
正
二
、三
年
度
に
至
り
て
其
の
最
高
潮
に
達
す
。

　

既
ち
大
正
二
年
度
の
金
産
額
五
貫
二
百
一
八
匆
七
五
、
銀
産
額
一
〇

貫
二
百
二
九
匆
七
一
、
大
正
三
年
度
の
金
産
額
五
貫
二
百
一
〇
匆

三
八
、
銀
産
額
九
貫
七
百
一
三
匆
一
一
に
達
す
。

　

現
下
同
地
に
於
て
遊
園
地
新
設
計
画
進
行
中
な
る
よ
り
も
、
一
時
稼

業
を
中
止
す
。

　

鉱
業
権
所
有
者
は
社
長
木
村
久
太
郎
、
技
術
管
理
者
は
別
府
所
長
山

崎
権
市
な
り
。」
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別
府
鉱
山
は
、
明
治
三
六
年
七
月
一
日
か
ら
大
正
五
年
九
月
の
閉
山

ま
で
の
間
、
金
、
銀
を
産
出
し
た
が
、
そ
の
産
出
額
は
下
記
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

別
府
鉱
山
の
開
発
者
、
木
村
商
事
株
式
会
社
社
長
木
村
久
太
郎
の
略

歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

慶
応
三
年
九
月
一
九
日
、
鳥
取
県
西
伯
郡
境
町
相
生
町
九
番
地
に
て

出
生
す
る
。

　

八
男
と
し
て
生
れ
た
が
、
上
に
一
女
あ
り
、
九
人
目
に
な
る
こ
と
か

ら
久
太
郎
と
命
名
さ
れ
た
。

　

四
歳
（
明
治
三
年
）
の
時
に
防
砂
堤
流
失
か
ら
受
け
た
は
じ
め
て
の

感
動
、
九
歳
の
頃
勉
学
の
た
め
の
米
子
通
い
、
一
六
歳
で
早
舟
の
漕
手

と
な
る
。

　

一
九
歳
で
郷
里
を
出
て
以
来
、
土
工
か
ら
土
木
請
負
師
時
代
、
渡
台
、

そ
れ
か
ら
台
湾
牡
丹
坑
金
山
、
基
隆
地
方
の
炭
砿
事
業
、
太
平
洋
炭
砿

と
日
本
ヒ
ュ
ー
ム
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
創
立
、
失
敗
に
終
っ
た
と
は
い

え
、
石
油
事
業
や
石
炭
液
化
の
先
鞭
着
手
、
昭
和
金
山
の
開
発
経
営
、

全
盛
時
代
に
買
求
め
た
「
別
府
金
山
」
を
採
掘
す
る
。

　

一
代
で
起
業
し
た
会
社
は
、

（
国
内
）

別府鉱山金銀産出額
年　次 金 産 出 額 銀 産 出 額

貫　　　匆 　kg 貫　　　匆 kg
明治36年 　297.10 1.11 　　　0 　　　0 　
明治37年 　657.89 2.46 2 ,120 .40 7 .95
明治38年 　761.14 2.85 1 ,134 .38 4 .25
明治39年 2,338.83 8 .76 1 ,673 .51 6 .27
明治40年 1,073.70 4 .02 2 ,362 .40 8 .85
明治41年 1,623.68 6 .08 2 ,391 .07 8 .96
明治42年 1,628.73 6 .10 4 ,613 .23 17.29
明治43年 3,512.52 13.17 7 ,611 .83 28.54
明治44年 4,697.22 17.61 7 ,999 .93 29.99
明治45年
大正元年 4,019.87 15.07 7 ,249 .48 27.18

大正２年 5,218.75 19.56 10,229 .71 38.35
大正３年 5,210.38 19.53 9 ,713 .11 36.42
大正４年 4,832.28 18.12 6 ,581 .04 24.67
大正５年 2,387.28 8 .95 4 ,881 .94 18.03

計 143.39kg 256.75kg
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太
平
洋
炭
砿
株
式
会
社

東
邦
炭
砿
株
式
会
社

木
村
商
事
株
式
会
社

第
一
土
地
建
物
株
式
会
社

日
本
ヒ
ュ
ー
ム
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

内
外
ビ
ル
デ
ン
グ
株
式
会
社

釧
路
臨
港
鉄
道
株
式
会
社

（
台
湾
方
面
）

基
隆
炭
砿
株
式
会
社

台
陽
鉱
業
株
式
会
社

金
瓜
石
鉱
株
式
会
社

　

又
、
木
村
久
太
郎
は
、
別
府
市
大
字
別
府
字
北
町
下
五
百
八
十
一
番

地
（
現
、
別
府
市
元
町
一
六
、
波
止
場
神
社
横
）
に
明
治
三
七
年
一
一

月
一
八
日
か
ら
同
四
一
年
七
月
一
五
日
ま
で
居
を
構
え
て
い
た
事
も
判

明
し
た
。

昭
和
一
一
年
一
〇
月
二
二
日
、
七
〇
歳
で
没
す
る
。

鶴
見
山
緦
持
寺
の
境
内
に
眠
る
。

法
名
「
久
寳
院
殿
基
山
仁
勇
居
士
」

三
．
金
採
掘
の
痕
跡

　

平
成
二
六
年
二
月
八
日
、
別
府
市
乙
原
二
組
、
元
市
議
会
議
長
村
田

政
弘
（
大
正
一
二
年
六
月
一
五
日
生
）
宅
を
訪
問
し
、
別
府
鉱
山
の
坑

口
の
位
置
や
、
当
時
の
別
府
鉱
山
従
事
者
の
話
を
伺
っ
た
。（
村
田
氏

は
平
成
二
六
年
八
月
二
六
日
他
界
）

　

話
に
よ
る
と
、
村
田
氏
の
父
村
田
寛
蔵
が
別
府
鉱
山
の
坑
夫
を
し
て

い
た
の
で
、
父
寛
蔵
か
ら
聞
い
た
事
柄
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

村
田
政
弘
氏
が
語
っ
た
別
府
鉱
山
の
坑
口
は
添
付
図
面
の
と
お
り
で

あ
る
。

木村商事社長　木村久太郎
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又
、
別
府
鉱
山
従
事
者
は
最
盛
期
二
〇
〇
人
程
働
い
て
い
た
が
、
地

元
関
係
者
で
確
認
出
来
た
人
は
以
下
の
と
お
り
。

故
村
田
寛
蔵
（
坑
夫
）
別
府
市
議
会
議
員
を
昭
和
七
年
か
ら
一
期
務

め
る
。
村
田
政
弘
の
父
。

故
村
田
伴
蔵
（
坑
夫
）
村
田
寛
蔵
の
弟

故
後
藤
勘
吾
（
坑
夫
）

故
加
藤
市
郎
（
坑
夫
）

故
下
岡
止
吉
（
坑
夫
）
自
宅
に
鉱
石
で
塀
を
造
っ
て
い
る
。

故
片
岡
岩
吉
（
坑
夫
）
別
府
市
消
防
団
長
片
岡
典
之
の
祖
父

故
門
永
忠
雄
（
経
理
）

故
加
藤
澤
吉
（
専
務
）

故
白
川
隆
彦
（
支
配
人
）

　

さ
ら
に
ラ
ク
テ
ン
チ
の
土
地
（
地
番
）
を
ラ
ン
ダ
ム
に
選
び
、
次
の

二
筆
に
つ
い
て
旧
土
地
台
帖
に
よ
る
土
地
所
有
権
を
調
べ
た
。

別
府
市
大
字
別
府
字
雲
泉
寺
三
五
八
七
番

土
地
所
有
権
取
得
年
月
日

所

有

権

者

　

明
治
二
四
年
一
〇
月
一
四
日

濱
崎
八
重
太
郎

　

明
治
三
一
年　

八
月　

三
日

濱
崎
繁
太
郎

◎
明
治
三
六
年
一
〇
月
二
六
日

木
村
久
太
郎

　

昭
和
一
二
年
一
〇
月
二
一
日

木
村
国
太
郎

　

昭
和
一
五
年
一
一
月
二
六
日

木
村
國
太
郎
（
表
示
変
更
）

　

昭
和
一
五
年
一
一
月
二
六
日

白
川
隆
彦

　

昭
和
二
五
年　

四
月
一
七
日

農
林
省

　

昭
和
二
六
年　

九
月
一
〇
日

加
藤
市
郎

注
：
旧
土
地
台
帖

明
治
か
ら
昭
和
二
五
年
ま
で
税
務
署
が
所
管
し
て
い
た
土
地
台
帖

を
昭
和
二
五
年
に
法
務
局
（
登
記
所
）
に
移
管
さ
れ
た
。

別
府
市
大
字
別
府
字
雲
泉
寺
三
五
九
〇
番

土
地
所
有
権
取
得
年
月
日

所

有

権

者

　

明
治
二
九
年
一
〇
月　

六
日

早
崎
覚
太
郎

　

明
治
三
五
年　

一
月
二
九
日

早
崎
伊
作

◎
明
治
三
六
年
一
〇
月
二
一
日

木
村
久
太
郎

　

昭
和　

八
年　

三
月　

一
日

別
府
遊
園
鋼
索
鉄
道
株
式
会
社

　

昭
和
一
九
年
一
二
月　

二
日

別
府
鋼
索
鉄
道
株
式
会
社
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◎別府鉱山の坑口（村田氏の証言による）
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昭
和
一
九
年
一
二
月　

二
日

陸
軍
省

　

昭
和
二
二
年　

七
月
二
三
日

大
蔵
省

　

昭
和
二
五
年
一
〇
月　

一
日

別
府
国
際
観
光
株
式
会
社

　

以
上
の
事
か
ら
、
明
治
三
六
年
に
木
村
久
太
郎
が
別
府
鉱
山
の
用
地

取
得
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

四
．
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
敷ふ

設せ
つ

　

別
府
鉱
山
は
、
地
下
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
温
泉
の
噴
気
に

悩
ま
さ
れ
、
大
正
五
年
九
月
に
操
業
を
中
止
し
た
。

　

木
村
久
太
郎
は
、
こ
の
金
山
を
締
め
き
れ
ず
、
大
正
一
二
年
に
採
鉱

技
師
山
崎
権
市
を
派
遣
し
て
再
開
を
図
っ
た
が
、
地
元
の
有
志
や
市
議

会
な
ど
が
、
温
泉
が
涸
れ
る
と
言
っ
て
大
反
対
し
、
鉱
山
監
督
局
か
ら

も
中
止
と
言
わ
れ
、
山
崎
権
市
は
会
社
に
金
採
掘
を
諦
め
る
よ
う
に
説

得
し
た
。

　

金
を
掘
ら
な
く
な
っ
た
後
、
山
崎
権
市
は
せ
っ
か
く
第
二
の
故
郷
と

決
め
た
別
府
だ
か
ら
何
か
町
の
発
展
に
役
立
つ
事
業
を
し
た
い
、
夢
の

あ
る
事
業
を
し
た
い
と
考
え
、
木
村
所
有
の
土
地
の
平
地
部
に
一
大
遊

園
地
を
建
設
す
る
方
針
で
、
木
村
社
長
の
了
解
を
得
よ
う
と
何
度
も

上
京
し
て
い

る
う
ち
、
兵

庫
県
神
戸
摩

耶
鋼
索
鉄
道

が
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
を
大
正

一
四
年
一
月

六
日
完
成
、

こ
れ
に
着
目

し
、そ
れ
を
見

て
急
に
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
を

別府鉱山の水平坑の跡
昭和 42 年９月

別府鉱山の製錬所跡
昭和 42 年９月
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ラクテンチの金鉱石の塀（平成 26 年）
坑夫、故 下岡止吉宅　中島町 22-13

思
い
た
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
の
金
融
恐
慌
で
す
べ
て
の
金
融
機
関
が
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
た
時
代
に
資
金
に
苦
労
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
、
投
下
資
本
の
多
い
割
合
に
収
益
は
少
い
が
、
最

初
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
だ
け
で
約
七
万
五
千
円
程
度
の
も
の
を
造
る
計
画

だ
っ
た
の
が
、
土
地
の
買
収
、
温
泉
や
食
堂
そ
の
他
の
施
設
で
莫
大
な

費
用
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

出
資
者
は
、
木
村
久
太
郎
一
〇
万
円
、
山
田
英
三
（
広
島
の
素
封

家
、
夫
人
の
た

め
保
養
所
と
し

て
昭
和
五
年
に

山
田
別
荘
建
築
）

一
〇
万
円
、
西
賀

次
太
一
〇
万
円
、

合
せ
て
三
〇
万

円
の
資
本
金
で

出
発
し
た
。

　

以
下
『
別
府
市

誌
』
抜
粋
（
昭
和

八
年
）

　
「
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
急
傾
斜
地
の
交
通
機
関
と
し
て
、
夙
に
歐
米
に

於
て
慣
用
さ
れ
た
り
。
東
洋
に
於
て
は
英
領
香
港
の
ビ
ー
クPeak

に

設
備
さ
れ
た
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
世
に
著
聞
し
、最
近
我
が
邦
に
於
て
は
、

神
戸
背
後
の
摩
耶
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
最
も
人
口
に
膾
炙
す
。
大
分
県
下

に
て
は
、
明
治
四
三
年
、
大
分
築
港
工
事
着
手
の
際
石
材
採
取
の
た
め
、

別
府
市
境
川
河
畔
に
沿
い
、
海
岸
よ
り
石
垣
原
に
至
る
斜
面
に
ケ
ー
ブ

ル
レ
ー
ル
を
敷
設
し
た
る
こ
と
あ
る
も
、
永
久
的
設
備
と
し
て
の
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
は
実
に
別
府
市
乙
原
な
る
別
府
遊
園
乙
原
停
車
場
竝
に
山
麓

雲
泉
寺
停
車
場
の
間
に
敷
設
さ
れ
た
る
も
の
を
以
て
嚆
矢
と
な
す
。

　

是
よ
り
先
伯
耆
國
境
町
の
人
、
別
府
鉱
山
坑
主
、
木
村
商
事
株
式
会

社
社
長
木
村
久
太
郎
は
、別
府
泉
都
が
天
然
の
形
勝
に
富
む
に
係
ら
ず
、

人
工
的
娯
楽
機
関
の
缺
如
せ
る
を
慨
し
、
個
人
経
営
に
て
別
府
市
乙
原

丘
に
別
府
遊
園
の
創
立
を
企
て
、
大
正
一
四
年
六
月
三
日
功
を
起
し
、

昭
和
七
年
度
に
及
び
完
成
し
た
り
。

　

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
、
同
遊
園
地
の
頂
上
に
到
る
唯
一
の
交
通
機
関
と

し
て
、
企
画
さ
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
大
正
一
五
年
二
月
一
九
日
を
以

て
、
別
府
遊
園
地
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
軌
道
敷
設
を
出
願
し
た
る
に
、
昭
和

二
年
三
月
一
六
日
免
許
状
の
下
附
あ
り
、
昭
和
三
年
五
月
三
一
日
、
工

事
施
行
認
可
を
得
た
る
を
以
て
、
同
年
八
月
一
日
起
工
、
昭
和
四
年
八

月
完
成
す
。
索
道
延
長
二
六
五
メ
ー
ト
ル
、
高
程
一
二
八
メ
ー
ト
ル
に
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し
て
、
索
道
面
の
傾
斜
角
度
三
〇
度
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
八
九
即
ち
二
分

の
一
強
の
勾
配
な
り
。

　

鋼
索
は
、
英
國
製
に
係
り
、
直
径
二
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
。
一
切

の
機
械
は
、
瑞
西
國
（
ス
イ
ス
）
ギ
セ
ラ
イ
ル
・
ベ
ル
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー

の
供
給
す
る
所
に
し
て
、
同
所
技
師
イ
ー
・
リ
ー
ゼ
ン
一
切
の
建
設
を

擔
當
す
。

　

捲
揚
機
馬
力
は
三
二
、
動
力
は
九
州

水
力
電
気
株
式
会
社
の
供
給
す
る
所
に

係
る
。
雲
泉
寺
停
車
場
の
海
抜
五
一

メ
ー
ト
ル
二
〇
、
乙
原
停
車
場
の
海
抜

は
則
一
七
九
メ
ー
ト
ル
な
り
。

　

客
車
運
転
に
関
す
る
要
項
左
の
如
し
。

　

客
車　

二
台

座
席
二
〇
人

満
員
四
〇
人
迄

　

運
転
時
間　

一
回
三
分
よ
り
五
分
間

　

乗
客
予
定
人
員　

一
日
平
均
六
〇
〇

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
立
案
者
、
山
崎
権

市
は
、
明
治
一
二
年
、
佐
賀
県
武
雄
市

の
生
ま
れ
で
、
家
庭
が
貧
乏
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
苦
学
し
て
働
き
な
が

ら
、
現
在
の
芝
浦
工
大
の
前
身
の
東
京
工
手
学
校
を
卒
業
し
た
。
卒
業

後
、
飯
塚
の
住
友
合
資
会
社
の
忠
隈
炭
鉱
に
入
社
。
四
年
後
に
内
務
省

に
入
り
、
福
岡
鉱
山
監
督
局
に
勤
務
す
る
。

　

日
清
戦
争
で
台
湾
が
日
本
の
領
地
に
な
っ
た
あ
と
、
一
〇
年
後
に
内

地
へ
戻
る
約
束
で
台
湾
に
渡
り
、
キ
ー
ル
ン
で
金
鉱
の
事
業
を
し
て
い別府ケーブルカー開通（昭和４年９月３日）
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た
木
村
久
太
郎
の
会
社
、
木
村
鉱
業

所
（
キ
ー
ル
ン
の
牡
丹
坑
金
山
）
に

入
社
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
木
村
久
太
郎
は
台
湾

で
成
功
し
た
も
の
の
、
将
来
、
大
き

い
仕
事
を
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
東

京
へ
乗
り
出
し
て
活
動
し
た
い
と
い

う
雄
志
を
抱
き
、
キ
ー
ル
ン
の
金
山
、

炭
鉱
を
大
倉
組
、
三
井
資
本
に
譲
っ

て
、
本
社
を
東
京
に
移
し
た
の
で
、

山
崎
権
市
も
東
京
に
引
き
上
げ
た
。

大
正
一
二
年
に
木
村
鉱
山
別
府
出
張

所
長
と
し
て
赴
任
し
た
。
別
府
市
流

川
一
五
丁
目
（
中
島
町
一
二
―
九
）

に
居
を
構
え
た
。

　

ラ
ク
テ
ン
チ
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乙

原
停
車
場
前
の
通
称
「
丸
山
」
乙
原

稲
荷
大
明
神
の
横
に
、
遊
園
地
創
設

者
、「
山
崎
翁
」
の
胸
像
が
あ
る
。

　

山
崎
権
市
は
文
化
人
で
も
あ
り
、

日本のケーブルカー開業年次
県　名 所　　　在 開　業　年

奈良県 生駒鋼索鉄道 大正７年（1918）８月29日
神奈川県 小田原電気鉄道 大正10年（1921）12月１日
奈良県 信貴生駒電鉄 大正11年（1922）５月16日
兵庫県 神戸摩耶鋼索鉄道 大正14年（1925）１月６日
大分県 別府ラクテンチ、ケーブルカー 昭和４年（1929）９月３日

豊州新報　昭和４年９月４日付
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昭
和
九
年
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
歌
作
詞
、
ケ
ー
ブ
ル
国
境
節
、
ケ
ー
ブ
ル

都
々
逸
な
ど
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
昭
和
三
七
年
別
府
市
中
島
町

で
死
去
、
享
年
八
三
歳
で
あ
っ
た
。

（
経
緯
）

大
正
一
五
年　

二
月
二
〇
日 

鉄
道
省
の
鉄
道
敷
設
の
免
許
を
受
け

る
。

昭
和　

二
年　

三
月
一
六
日 
木
村
久
太
郎
に
対
し
鉄
道
免
許
状
下
付

さ
れ
る
。

昭
和　

四
年　

八
月　

二
日 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
竣
工
。

昭
和　

四
年　

八
月
二
八
日 

鉄
道
省
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
運
行
の
許
可

を
受
け
る
。

昭
和　

四
年　

九
月　

三
日 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
「
開
通
式
」（
現
地
）

 

同
日
午
後
、
別
府
市
公
会
堂
に
地
名
士

五
〇
〇
余
人
を
招
待
し
「
開
業
式
」
を

挙
行
。

 

〈
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
運
賃
〉

 

大
人
（
往
復
）　

三
〇
銭

 

大
人
（
片
道
）　

二
〇
銭

 

子
供　
　
　
　
　

半
額

 

工
事
費　

約
一
五
万
円

昭
和　

四
年　

九
月
二
一
日 

「
別
府
遊
園
地
索
道
」
雲
泉
寺
～
乙
原

間
営
業

昭
和　

四
年　

九
月
二
一
日 

戸
川
熊
本
逓
信
局
長
か
ら
逓
信
省
の
認

可
を
得
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
一

時
休
止
と
な
る
。

昭
和　

四
年　

九
月
二
五
日 

逓
信
省
の
許
可
を
受
け
る
。

昭
和　

五
年　

五
月 

会
社
設
立
。

昭
和　

五
年　

九
月　

七
日 

「
別
府
遊
園
鋼
索
鉄
道
」
に
社
名
変
更
。

昭
和
一
〇
年 

「
別
府
遊
園
」
を
「
別
府
ケ
ー
ブ
ル
ラ

ク
テ
ン
チ
」
に
名
称
変
更
。

昭
和
一
九
年 

不
要
不
急
線
と
し
て
休
止
、
鉄
の
供
出

の
た
め
レ
ー
ル
が
撤
去
さ
れ
車
体
の
金

板
も
剥
が
さ
れ
た
。

昭
和
二
五
年　

六
月
一
六
日 

「
別
府
鋼
索
鉄
道
」
に
よ
り
運
行
再
開
。

昭
和
二
九
年
一
二
月
二
〇
日 

「
別
府
国
際
観
光
」
に
譲
渡
。

平
成
一
五
年
一
一
月　

一
日 

遊
園
地
と
と
も
に
大
阪
市
の
遊
具
機
械

製
作
メ
ー
カ
ー
「
岡
本
製
作
所
」
に
譲
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渡
。

平
成
一
五
年
一
一
月
二
五
日 

改
装
の
た
め
休
業
。

平
成
一
六
年　

三
月
二
一
日 

遊
園
地
再
開
と
と
も
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

運
行
再
開
。「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
ラ
ク

テ
ン
チ
」
に
名
称
変
更
。

平
成
二
〇
年　

八
月
一
八
日 

ケ
ー
ブ
ル
線
を
含
む
「
別
府
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
ラ
ク
テ
ン
チ
」
事
業
を
「
九
州

観
光
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
」
に
譲
渡
す
る

こ
と
で
両
者
が
合
意
。

昭
和
二
〇
年
一
一
月　

五
日 

事
業
譲
渡
計
画
、
白
紙
撤
回
。

平
成
二
〇
年
一
二
月　

一
日 

「
別
府
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ク
テ
ン
チ
」
休
園
。

同
時
に
ラ
ク
テ
ン
チ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
も

運
休
。

平
成
二
一
年　

七
月
一
八
日 

「
ラ
ク
テ
ン
チ
」
再
開
。
同
時
に
ラ
ク

テ
ン
チ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
も
再
開
。
名
称

を
「
ラ
ク
テ
ン
チ
」
に
戻
し
て
営
業
。

参
考
文
献

『
日
本
鉱
山
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』
日
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地
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炭
評
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』
木
村
久
太
郎
著　

昭
和
三
〇
年
七
月

『
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